
垂井町立不破中学校で防災講座を行いました
令和７年１１月５日（水）、垂井町立不破中学校で３年生１６３名に防災講座を行いました。学校の目の前には相川が流れて

います。

講座では、伊勢湾台風や町内で土砂崩れや田んぼ一面が泥海となった９.１２豪雨など過去の水害について学習しました。垂井

町は、伊勢湾台風の１ヶ月前にも集中豪雨に見舞われ、相川では橋梁流失や堤防決壊などの被害を受けています。

また、ＶＲでの浸水疑似体験や伊勢湾台風ＡＩ語り部との対話体験なども行いました。ＶＲ体験者からは「道路が冠水する前

に逃げるべきだと思いました。」などの感想があり、自分事として捉えている様子が伺えました。また、ＡＩ語り部との対話体

験では、「避難時の様子はどうでしたか？」「避難所で足りなかったものは何ですか？」などの質問を通して、避難などについ

て理解を深めました。

代表の生徒からは、「これからは備えを行い、警報がでたらすぐに行動しようと思いました。今日、家に帰ったら家族でハ

ザードマップを確認します。」との感想がありました。

今回の講座が、生徒たちの防災意識向上に繋がり、将来「守られる人」から「守る人」になって頂けることを期待しています。
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